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論　　文　　の　　要　　旨
　常磁性塩などの電子スピソ系の研究は長く行なわれてきた。本論文は多孔質物質ゼオライトーY中
に電子スピソをもつマソガソイオソを吸蔵した新物質をつくり，その性質の研究，低温生成を試みた
ものである。
　Y型ゼオライトを塩化マソガソ水溶液に浸すことによってY型ゼオライト中のNaイオソをMn2＋イ
オソで置換してMn一ゼオライトを作った。化学分析，プラズマ発光分析，X－ray　m1cmaηa1ysis等を
用いて，マンガンイオンの量を測定し，約ユ0－3mol／gある事を確かめた。一水溶液を十分に薄くする事
により，Mn2＋イオソの数が約1桁小さなサソプルも作る事が出来た。リートベルト法，EXAFSを用
いてマソガソイオソの配置を決定して，マソガソイオソに作用する相互作用の理解を試みた。
EXAFSの結果から大部分のMn2＋イオソがスーパーケージ中に存在する事が明らかとなった。分析結
果からMΩ2＋イオソは試料中にかなり均一に分布していると思われる。イオソ問の平均距離は
10■3mo1e／g，10’4pG01e／gのサソプルについてそれぞれ9．4Aと20Aである。
　Mn一ゼオライトの電子スピソ共鳴の実験を300Kから40mK付近まで行った。g値は2で温度によ
らない事から，Mn2＋イオソがほぼフリーな事を確認した。300Kから4K間では線巾は温度に依存し
ない。線型がGauss型である事からMΩ2ヰイオソに働く相互作用は双極子相互作用が主である。線巾は
X－baΩdの測定で6500eである。これは双極子相互作用2200eと超徴細構造4300eの和としてほぼ説
関がつく。低温における磁気秩序に寄与するのは主としてこの双極子相互作用である。
　次に磁化率の温度依存性を測定した。測定装置の性能の関係から，3つの温度領域に分げて測定し
たが，300Kから約50mKまでの広い温度範囲にわたってCurie－Weiss法則が成り立ち，Cuζie定数は
一40二
4．Ox　lO■3emu／gである。このCurie定数と前述したイオソ数からマソガソイオソの有効磁気モーメ
ソトを求め，5．58μ。というフリーに近い値を得た。Weiss温度は約一10mKである。30mK付近で磁
化率はピークをもち，何らかの磁気的異常がおこっている事を示している。ヘリウム温度以下，特に
1K以下の磁化率の温度依存性，周波数依存性を測定しその結果に基づいて緩和機構を，種々の場合
について検討した。その結果，この系は緩和時問がT。（臨界温度）＝0にむかって発散する活性化緩
和の形で記述される事がわかった。この時の臨界指数がO．4であり，これは同じ1／（距離）3の依存性
をもつRKKYの場合と近い値である。このことから，この系では等方的な双極子相互作用によるダイ
ポールグラスが起こっている可能性がある事を示した。
　｛He　cryos乏atと5Tの磁場を用いて断熱消磁を行い，約80mKの極低温生成に成功した。この温度ま
ではスピソ系の温度にゼオライトの格子系の温度が追従してくる事が判った。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究は多孔質物質ゼオライトに電子スピソをもつマソガソイオソを吸蔵した物質をつくり，その
磁気的性質を研究し，比較的簡単な装置で低温生成を行なう可能性を探ろうとしたものである。多孔
質のために，液体ヘリウムを冷却する際，接触面積を大きくとれる事，マソガソイオソの電子スピソ
とヘリウムー3の核スピソが短距離にあって強い相互作用が期待できる事が在来の常磁性塩とは異
なった点がある。
　母体であるゼオライトの複雑な構造のためにマソガソイオソの位置を確定するには至らなかった
が，数種の分析法を用いてマソガソイオソの量を確認した。室温から約30mKでの広い温度範囲にわ
たる磁化率の測定，ESRの実験から，室温から約50mKまでCurie－Weiss則に従い，約40mKで磁気
異常がおこる事をみつげた。これらの実験からモーメソトは自由なマソガソイオソに近い値をもち，
磁性イオソとゼオライトとの相互作用が弱い事，磁性イオソ聞では等方的な双極子相互作用が主であ
る事を確認した。更に緩和時間の発散からこの物質がT。＝0のダイポールスピソグラスである可能
性を示唆した。ダイポールスピングラスとしては，この物質が初めての例である。
　約80mKの極低温生成に成功し，この物質による低温生成についての可能性を示唆している。
　マソガソゼオライトが広い温度範囲にわたって常磁性を示し，極低温領域ではダイポールグラス的
振舞いをする物質である事を初めて明らかにした。今後の研究発展に大きな基礎を築いたといえる。
　よって，著老は理学博士の学位を受げるに十分な資格を有するものと認める。
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